
 

 

 

１、実践の目的 
本校の学校教育目標は、「夢に向かって未

来を拓く『おかもと』の子の育成」であり、

目指す学校像は「生き生き学校２」である。

「生き生き学校」とは、学校へ行くことが楽

しみになるような学校のことを指す。そう

した経験を積むためにも、本研究では児童

が他者と協力しながら主体的に学校生活に

関わることを目指した。そのためにも、学級

経営の充実を目指し、安心・安全な学級が成

立することだけでなく、児童が協働し、自ら

問題解決を行う、自治的な学級集団となる

ことを期待している。また、今年度は「コミ

ュニケーション能力の育成」に視点をあて、

児童が対話をしたくなるような授業づくり

を目指すことにした。そこで、本研究テーマ

を「共に学ぶ子の育成～集団づくりと授業

づくりを通して～」に設定した。 

 本市の研究テーマ『「確かな学力」の向上

をめざした指導の工夫・改善』をもとに、「主

体的・対話的で深い学び」を実現する学級集

団づくりを推進していきたいと考える。 

 

２、実践の内容 
（１）集団づくり部会と授業づくり部会の

関連 

 今年度は、「共に学ぶ子の育成」の達成の

ために、学級活動を軸に、教科指導の充実を

図ることとした。学級活動が土台となり、コ

ミュニケーション能力を高めるための授業

づくりを行いたいと考えた。そこで、学級 

 

 

 

活動を通して合意形成や意思決定、自治の

力を高めることについて研究する集団づく

り部会とコミュニケーション能力の育成に

ついて研究する授業づくり部会を設立した。 

 

【研究概要図】 

 

 

研究を進めていく過程で、定期的に互い

の部会の進捗状況を確認し合い、研究協議

でも、毎回「今後の取組」を共有し合うこと

で、部会相互の関連性を深めていくことと

した。 

 

【研究部会における目指す児童像】 
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（２）集団づくり部会の取組 

今年度より、年に５回程度集団づくりア

ンケートを実施し、その結果を学級会や日

常の指導に生かすことに取り組んでいる。

学級の力（状態）を、学校教育目標に沿って

「おもいやり」「かしこさ」「もくひょうに向

かう力」「ともに生きる力」の４つに分類し、

学級の状態を知る指標とする。年間を通し

てこのアンケートを実施することで、教師

が自分の学級の状態を知り、次なる方策を

考える材料とするのはもちろんだが、より

よい集団づくりのためにはどんなことが必

要か、どこに価値があるのかを児童自身が

意識することもねらっている。また、今後は

授業づくりアンケートも活用し、コミュニ

ケーションしたくなる授業づくりを行って

いきたい。 

 

（３）授業づくり部会の取組 

 今年度は各学年１回、学級活動以外の教

科の提案授業を行うこととした。教科の枠

にとらわれずに、「コミュニケーションした

くなる授業づくり」を目指すためである。そ

の実現に向けて、「子どもをひきつける導入

の手立て」「授業で使える思考ツール、共有

ツールの実践」「子どもの問いを生かした単

元計画の作成」の３つの視点で授業改善を

図っているところである。特に、思考ツール

の活用については、どの場面でどんな思考

ツールが活用できるか、ICTとの併用の可能

性について研究を進めている。 

 

３、実践の成果 
全国学力・学習状況調査での学級活動の

話し合い活動に関係する質問項目について、

H31年度の調査とR４年度の調査を比較し、

大きな変容が見られた。 

 

【全国学力・学習状況調査の質問紙調査から】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「当てはまる」の肯定的な回答を比較す

ると、「Ａの質問」においては＋46.4 ポイ

ント、「Ｂの質問」においては＋27.8 ポイ

ントであった。全ての学級において学級会

での話し合い活動を重ねたことにより、互

いの意見を認め合い主体的に課題を解決す

る良さや、自分の考えを深めたり広げたり

する良さに気づく子どもたちが増えている

と考えられる。 

また、自分とは違う意見を聞くことがで

きる子どもも多く、他者を受け入れる素地

もできてきた。 

 

４、今後の展開 
意見を聞き、考えを膨らませたり、発言者

に対して反論したりすることに課題がある。

今後は、子ども同士がより協働できるよう

に、「伝える力」も高めていきたい。 

 

 


